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しで ）似
取 扱はれ て ゐ？c ）ハ ゲ ラ の 若蟲 を ， 飼育調査 した締果 ， Rseminigra

Krハ 瓢 LEK ヒ メ オ ホ ヤ マ カ ハ ゲ ラ の 若蟲で あ る こ と を確 めた の で
， これ を

c （

む

し
）“：）

誌上 に 發 表 して お v ・tc。（第 2 岡參照 ）。 然 る に その R 　seminig ？x −　KLAPA 一

緜 （に該欝す る若蟲 中 vaは極 め そ大 な る もの もあ る こ と及び P．　gibb・・　K ・ ，tbA コ」1＋：K

の 成蟲 は J）．肥 煽 吻 】
・
re　KI、ApALEIc の 成蟲に 極 め て 酷似 し， 雄 の 相異點 を除 け ば

（後迚 ），兩者は殆ん ど大 きさ に よ つ τ の み 識別 し得 る に 過 ぎぬ こ と よ り，島 りg泌

71ig）・iL と した若蟲 に疑 問を抱 き ， 發表後更に こ の 種 の 飼百観察 を黴 した 。
こ の

若蟲は他 の カ ハ ゲ ラ の 若蟲 よ．りも飼育 し朋 化 せ しめ る こ とが 困難 で ある た め ，

材料の 蒐集が容 易で な くこ の ため に 可成 の 年 月を費 したが ，漸 くこ の 若蟲 は 2

租 皀卩ち P ，　gibb‘，J　KL 、、瓢 LEK と R ε賜 ‘吻 川 1｛い 瓢 LE1 （ と に 分つ 尺 き こ と を明

か に な し得た の で
，

こ 」 に報告す る。

　　本文騨 す る 瞭 し認 φb躍 ・韻 P頭 ・936年 7 月 ・陶 日光鰈 扱 ぴ

P ．．跚 ゐ翻 g儡 K 址 p、tL皿 （ （1937年 5 月下旬輻島縣大川 よ 砂若蟲 を採集 ， 朋化 せ し

め た もの ）の鐙 定を賜 つ た岡木牛 次郎 博士 に深 甚の 謝意 を表す る。
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2 抑 昆 蟲 ・第　1・1蝿 』
奉 鐺 五 ・ブ； 號

　　　 IL　 P ・gめ bα KLA 匝 LEK と P ・seminigra 　KLAP孟H ヨK の 成蟲、，

　　醯種 の 成蟲 に 就 い て は 1921 年岡木：専士
o

が 述ぺ られか つ そ の 糖異黝 を列

羅 され て ゐ る。 EPち ．P．超 η痂碗π イ6　KTm ．の 項に 於 て

　　 （1｝　 合 ， ♀ と も， 盤
・長 及 び翅長前

’
種 仏 gibb6　KLP ．） よ 1）・遘か に 矩 し、（體

長 ♂ 20 〜25mm ・．♀
25 〜 28　m ・・、 前翅長 ♂ 22 〜 D

・ S　rnni ，
　 ？ 28〜32m ・n ♪。

　　（2）　舎 の 第 1腹節 よ FJ第 曲腹節 に 至 る背板 は黒褐乃至黒色な り。 ♀ の 腹

郁 は （先端を除き）黒褐な り。 脛蔀は黒褐な り。　　　　・

　　（3）　 ♂ の 第
’
5 腹背板 に あ る 1磯月

’
は ， 前種同 ec　3 角形从 を呈す る も ， そ の 尖

端の 上 而年 1瘤起あ るを 以 て 側襾 よ り之 を見れ ば ， 尖端 叉1伏を呈す。第 10腹節

に あ る 叉駄 の 突起物の 上杆は大な る も短 く，下粁は上 杆に 比 して 細 き も遙か に 長

し。 而 して 上 仟は そ の 背面 凹 陥 し， 凹陥部 恰 も端艇
’
形 を呈す。

　　 （4 ）　 9 の 三湿臀板は弦形 を呈 し， そ の後縁の 中央凹陥せ す。

　と記逃 され て ゐ る。 因 みに ゑ gibbtc　KLP ．に就 い て （1）〜 （4）に相當す る特

徴 を記 載ii．Eよ り抜擧 す れ ば弐 の 通 りで あ る。 即ち

　　（1） 體長 ♂ 15〜17mm
， ♀ 19　mml 前翅長 ¢ 16 〜 18mm

，
　 922 ・mni 。

　　 （2） 腹部黄褐 ， 尖端濃 し。脚黒褐乃至黒色に して 後腿節の 裏面 に は罕 行せ

る細 き 2木 の縱黄褐線 を有する を普通 と す。｛該線 の 判然せ ざる偶體 あ り）。

　　（3） ♂ の 鞍歌 を呈す る第 5腹背板 の 後縁は 3 角形状 に 深 く刳 哉せ られ ， そ

の 載片 Abschnitt は 3 角形 歌を呈 し， 側而 よ り之 をみれば共尖端頗る尖る 。 第

10腹飾の 突起物 Fortsatz は 叉状 を呈 し上杆は肥大に して 牛角玳 を呈 し下杆よ

り少 し く長 し。

　　（4）　 ？ の 亜臀垂 Subgenital　platte は僅か に 弦形 を呈 し そ の 後縁の 中央 画

め て 僅か に但 し稍塵 く凹 陷す る 。

　　然る に 筆者所有 の 兩種成蟲を檢 した結果，次の 樣な事賢が 判明 した，（1）に

就い て は P．　seminigt ’
a　KLP ．の ♂ で あつ て も體長 19　mm の もの あ り叉 ？は騰

長 27mm に 及 ぶ もの もあ つ て ， か つ 丑 ＠ 肋 KLE 中に もそ の 程度に小な る も

の もあ 1，大 さを以 て は兩麁 を明瞭に區別す る こ とは困難で あ る、 （2）に 就い て

賦 P，言伽 翻 σ絹 KLP ．の diの 脛節に も黒色なる もの もある。又 （3）の 中， ♂

の 第 10 腹籔の 叉 欺突起物に 就V 、て は ，
P ．　 gibbrsが 第 1 圃 rt

，
　b，　et　di，　e 等の 如 き

欺 態を示 す こ と もあ b必 らう しも上杆が 下杆 よ り長 い と はか ぎ らな い 。伍 し P．
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・副 吻 珊 K ・P・の 突起物は 大欖岡
．
締 牡 記通媒

の 租 りで あ るが， そ の 外に 叉刃こ突起 とな らす に

單一突起 と な る もの が 極 く稀に ある。 （4）に

一於け る 亜 臀板 ．中 央 凹陥 の 缺除 も P ．58 価 吻 1・，’L

l〈　［．V．の み に 限 られ る もの で はな く，　 P ．卿 伽

・1〈　r，p ．の 9 に 於て も 中央凹 陥は必 らす存・在 す る
　　　　　　　　　　　　 ，
とは限 らな い ．

　　 Iil． 汎 ρ拍舳 KLp ．と P．　s・？，minigra

　　　　　　　 KLP ．の 若蟲

　　 兩種 の 若蟲 は色彰 ， 形態 （口器 も含 め）に於

’
て 同一撚た る も06で あ つ て ，少数 の 材料 を 以 て

　　　」　 　 　 丶

・
第 2 鬪　1）

雇 α σ苗b腐
『KLApA −

　 LllK …皆蟲。

　　 （」二野氏 原 圖 11p29）
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第 1 鬪．9 の 第 10腹 節叉 肌 突 起 。

　 面
，
b，　c ，

〔t及 び e は
’
丑 b

’ibba

　 KL 尸． 、プ ，ま
1’・senLi 吻 ”α

　 Ku ・．

第 3 斷
齟P6 ，

卜1α Sぐ？漉 幅 σ
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2陞 昆 蟲
・
箪 十 閏 卷 第 五 ・六 雛

は ， そ の置別 を指摘す る こ と は 困難で ある が 、羽化せ る 前述 の 成蟲に よ りそれ ら

若蟲 の 所矚す る顧名 を決定 し、 爾斷：の i若蟲 の 麗 別鐵 を漸 く識別出來た。 帥ち第

2 岡は 1’．，qibbf− 1〈r、p．の若蟲 に該當す る もの で ，　P．　Stm ｝ijbigrte　1（1，v．に相営す る

もの は第 3 鬮 に 掲げ る と こ ろの もの で あ る。 亅λ gibbre　KLP ．の 若蟲は （観 艫 脚 π一

7eis　 M ，wlL 憩 L ，SN の 若蟲 と して ）上 野
’
博士

の
に依 つ て記載 さ 才して ゐ る が ，

1』’．．・CM 一

観 伊 6KLP ．の 若蟲 は P．の 齲 KLp ．に 極 め て 酷似 し， 次 の 2 つ の 差 異點 を除 い

て は記載の 必要 は認 め られ な い 。 皀11ち

　　 （1） 頭部襖il昆前方の 狹 い 3横紋の 中央紋は P ．　sa“n・i，吻 ヨ
・
fS　1〈T．P．に 於 て は棒

赦形叉 は少 しく彎曲す る か ， 酉脇の 2紋 と連績 す る， P ．　s　ibbrt　KLP ．に 於 て は必

らす淺V ・ W 字型 を呈 する。

　　 （2） 腹部 の 模様 は 1λ s仞 舳 砌 褐 KLP ．に 於 て は各節の 左右に 2 個の 黄色横

紋 を具 へ る （個禮に 依 り 2紋 は連絨 す ると き もある ）が
，
1λ gibbta　KLP ．は第 1 ・

圓 の 如 く4紋 を具へ る。 但 し個體 に 依 つ て は 2 個 の 紋 を有す る腹節の 多喚1同慍

もある。（こ の 腹節 の 模樣iは若 い 齢 即ち A −］：1　［；
’：“
以前

itc
於 て は明瞭で な い ）。

　　 （3） P．gibbf，コKL ？．の ？の 若蟲は非 常に大 な る點 で （貔長 42　mm に逹す

る もの あ わ）匯 別 はつ くが ，
こ の 種 の お の 若錨 （軆長 23 】mn 位） と P．　 se，” 1一

翻 g儡 KLP ．の 9 の 若蟲 （體長 28　mm 位 ）とは そ の 雌雄 を兩種 取 こ 第 8腹 節腹

面 の 後縁 中央に 於け る小突起 の 有無 k依 り區別する 便宜はあ る もの の
，火 さ に 於　　

「

て は識別 し得 ない。こ れ に後種 の 6 の 若蟲 （盤長 20mm 位 〕が加 1劃 しば 幽 大 さ

に 依 る區別は釜 ・々困難 と な る 。

　　以上述 べ た色彩 も大 さ も絶對的 の もの で な い こ とは言 を俟 つ 迄 もな く，単に

若蟲 の み を 以 て して は兩種 の 明確な逼別はなか なか 困難 で ある。 以上槻察に用

ひ た妝描は 兩種併せ て 500頭 を下 らな い が ，兩種 を探集 した 河川 を擧げ」しば 次 の

遖 りで あ る ．

　　（1）　　　P．　J（
t’
与brtJ　Kr．P．　め 孑采集 さ2したiF，rjIl。

　爆川 α涼 府下 淺川町流通）。 多ilMil（小河内｝樋 ）。 荒川 （埼王縣秩父地方 ， 諸 々 に て ）。

矢川 （長野縣輕術 畢流通 ，。 湯 罐及び龍頭腱 （栃木縣日光）。 五 百川 （幅島縣安逹郡高川村

灘 軌 ソS川 ‘鵺 黼 騨 郡踏 撮瀰 吸 開匕鱒 驪 々 に て ）・ 湯川 （鸛 瀦 松級

び 1巨外束1琳 蝦樋 ）。   ）｛虚。十 ．．

帰

　威 蟲 よ り 言齡前 。

f　他 の 人 々 に 依 る採 集 陰 本 を ， 弛 の 10以 、1：の 河川 よ り見て ゐ る
。 　　　　　　

’
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（2） P．tieOtbi」eigftl　 KLP ．の探集 さ霜
．
した河川。

　多摩川 （JAS京府氷川村流通 ）。湯川 （福島縣若蔭市及び布外東山詞洗通）。

縣鬼怒川流通 ）。 大 川 （諞島縣北會津郡蒲1闇 寸その 他諸 ・々に て ）。 その 他 。†

鬼怒川 （栃木

參　 考　 交 　 獻

1冫 伊藤秀五 臨 1939： ヒ メ オ ホ ヤ マ カ ；・ ゲ ラ Oya” tia 　sem 鞠 ra ・ Oif．A ・vr。rr
・ の 生活史 。

藍三蒐量學研究 ，

「iTol．　4，　｝o，2
，
　pp，　126

〜130 ．

2） 川付多實 二 ，
1932；

3）　　Kuitpt
’
oe　工L’L　1937：

　　LV【・oninisJra 　lCLApAL 】CK ．

4， 0KA “［eu
’
e，　II，1921；

　　tera），　Tr ［Ln8 ．　Sapporo　Nat ．　Hist．　Soc．，　Vo1 ．
「VIII

，　pp．1一冒6．　．

5）　岡本牛次郎 ，
1932 ：　日本昆蟲岡鑑 （北隆館）， p．2018 ，　p．2019，

6）　U 血No ，“：L　1929：　Stndie睾 on 七he　Stoneflies　 of 　Jap 乱 n ．　 Meiu．　ColL　Sci．　K ｝
’ete

　　rr　lp ．　Univ ．
， （B ），

　V 。1・4，　No ・2
，
　article 　5・

日本昆蟲圖鑑（北隆館，， P．2236．

伍 the　nymphs 　 o 正Perla　tinctipennde　M ▲ aL ム eHLAtS ・　and 　P ．

　　む し，
VoL 　10

，
　No．　2

，
　p．　g6＿．g7．

　Veber 　die　Drei　Arten　der　Subgattnng　Oyaonia（Plecep ．

●

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


